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中札内村景観まちづくり委員会の取り組み

2022.5.12 中札内村景観まちづくり委員会 金澤 和彦

1

中島地区の波状地形と防風林



中札内村の

景観形成に関する経緯
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中札内橋から見た札内川と日高山脈



S52(‘77)：45年前

●北海道生活環境整備モデル事業による環境整備活動

生活経営推進委員を中心に

「住み良い環境づくり」「屋敷内外の整備」など

S56(‘81)

●花づくり運動始まる 花づくりサークル「すみれ会」発足

●日高山脈襟裳国定公園 指定

S58(‘83)

●全国花いっぱいコンクール 内閣総理大臣賞受賞

S60(‘85)

●有機農業の村宣言 循環農業へ

S62(‘87)

●国鉄広尾線廃止

花フェスタでのオープンガーデン（観光協会HPより）
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H1(’89)

●旧駅前通り整備（鉄道記念公園など）

H2(’90)

●一本山展望タワー完成

H4(’92)

●イメージアップ推進委員会発足

景観調査＋村民アンケート→「まち並みや景観は財産である」

→阻害要因の排除を提言

●アグリパークオープン（現道の駅）

●坂本直行記念館開館
（現六花亭アートヴィレッジ中札内美術村）

●中札内農村休暇村
フェーリエンドルフ分譲開始

（現グランピングリゾートフェーリエンドルフ）

中札内農村休暇村フェーリエンドルフ（十勝観光連盟HPより）
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中札内美術村（写真：片山祐二）

一本山展望タワー
（中札内村HPより）



H5(’93)

●農村景観ガイドプラン 策定

●廃車・廃屋の除去に補助

H6(’94)

●ベストマイライフ（市街地編／農村編）

わがまち再発見・景観ガイド 発行

●景観ポイントに看板設置（砂防ダムなど4か所）

H8(’96)

●アグリパークが道の駅に指定

●北の大地ビエンナーレ 初開催
「芸術文化」と「景観」

H9(’97)

●中札内村文化創造センター

完成
中札内村文化創造センター （中札内村HPより）

5北の大地ビエンナーレ受賞作（中札内村HPより）



ガイドプランの項目

⒈いま、なぜ農村景観なのか

⒉景観形成を進めるための、2つの目標

⒊景観を形づくるための、姿勢と目標

⒋景観の特性と景観形成のための基本方針

⑴自然景観ゾーン

⑵田園景観ゾーン

⑶市街地景観ゾーン

⒌景観形成の手法

⒍景観と色彩

⒎景観形成のケーススタディ

⒏景観形成の推進計画
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H10(’98)

●札内川ダム完成

H11(’99)

●第1回 ガーデニングコンテスト 開催

（H13まで 後に花フェスタへ）

H12(’00)

●桜六花公園開園

H13(’01)

●豊かな自然を未来につなぐふるさと景観条例制定

H14(’02)

●第1回 中札内花フェスタ 開催（以降毎年開催）

H15(’03)

●景観形成指針策定

10花フェスタでのオープンガーデン（観光協会HPより）

桜六花公園（観光協会HPより）
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条例の項目

●目的

●定義

●村の役割

●住民及び企業などの役割

●国などへの要請

●自然景観の保全

●緑化の推進

●まちなみの美化

●空地、廃屋の管理の要請

●勧告又は指導

●委任



12中札内村形成指針



13中札内村形成指針



H15(’03)

●道道中札内静内線計画中止

H16(’04)

●帯広市への合併についての
住民投票実施→自立へ

H17(’05)

●道の駅リニューアル
（豆資料館・物産販売所など整備）

H19(’05)

●中札内スタイル
住宅建設奨励金開始

●六花の森 開園
（日本建築学会賞受賞）
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六花の森（北海道ガーデン街道HPより）

道の駅なかさつない（道の駅HPより）



H20(’08)

●ヴィレッジときわ野分譲開始

●村設置の看板を撤去（12基）

●帯広広尾自動車道中札内IC

供用開始

H21(’09)

●個別看板を撤去 集合看板を設置（2か所）

H22(’10)

●集合看板を設置（2か所）

●北海道ガーデン街道発足

（六花の森加盟）
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集合看板（十勝毎日新聞HPより）

ヴィレッジときわ野（移住・交流推進機構HPより）

北海道ガーデン街道マップ（北海道ガーデン街道HPより）



H23(’11)

●南十勝夢街道（中札内・更別・忠類・大樹・広尾）が
シーニックバイウェイ北海道の正式ルートに指定

H25(’13)

●景観まちづくり委員会発足（任期2年 ’22現在5期目）

●村設置の看板を撤去（6基）

●むらづくり研修会

「ランドスケープはどうまちを元気にできるか」
（高野ランドスケーププランニング 高野文彰氏）
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シーニックバイウェイ北海道エリアマップ（同HPより）



景観まちづくり委員会の

これまでの活動
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村内在住 スノーアーティスト 梶山智大氏作品



1.「景観」とは
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歴史・風土 文化・伝統 人々・くらし

日高山脈 札内川 農業 畑 防風林 商店街 まつり 花づくり…

これらが一体となってできるものが「景観」

景観まちづくり委員会は

村の貴重な財産である「景観」を未来へ繋ぐ活動をしています



2. 景観まちづくり委員会の主な活動実績
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①「ずっと残したい“なかさつない”の風景」事業 ※

② 景観学習（＝学校シーニック：SBW南十勝夢街道との連携）

③ 景観懇談会 ※

④ 景観ツアー（別途ワーキンググループとの共催）※

⑤ 景観ルートマップの作成（グリーンウォークマップ）※

⑥「日本で最も美しい村」連合PR活動など ※

⑦「景観づくり・なかさつないルール」の浸透に向けて※

⑧ 村政への提言※

・「日本で最も美しい村連合」への加盟

・景観行政団体に向けたロードマップ作成

・市街地の景観に対する提言

・「ボランティアごみ専用ごみ袋」（無償）の発行

※継続中の活動



①「ずっと残したい“なかさつない”の風景」事業
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Instagramにて投稿 抽選で特産品を贈呈

2021年度：115作品の応募 ・地域活動・自然・農村景観・観光



②景観学習（＝学校シーニック：SBW南十勝夢街道との連携）
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小学6年生対象 グループに分かれ、学校の周りの好きな風景を撮影

中から1枚を選び、なぜその風景が良いと思ったか発表→自分ができることとは？



③ 景観懇談会
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地元の色々な団体の皆さんと委員が景観に関して情報交換・意見交換

景観に対する考えや想いを共有

・商工会役員の皆さん（意見交換・報告会）

・花づくりの会

・グリーンツーリズム推進住民会議

・農協青年部

・中札内高等養護学校の教諭の皆さん

・村役場課長職の皆さん



④ 景観ツアー（別途ワーキンググループとの共催）
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主に村民対象 ワーキンググループによる企画・運営・ガイド

村の景観の良さや現状を体感してもらう WG=住民活動の活性化

第1回 H28/9「札内川と村の風景」

第3回 H30/10 農業と景観（防風林）

～美しい農村風景を探して～

第2回 H29/9「村の風景と歴史」（開村70周年）



⑤ 景観ルートマップの作成（グリーンウォークマップ）
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「健康ポイント事業」の一環として、市街版3コース、郊外版3コースを設定

→景観を楽しみながら健康づくりにつなげる

デザイン・イラスト：チームヤムヤム（村内在住）



⑥「日本で最も美しい村連合」PR活動など
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村民の景観づくりへの関心を高めるために、連合に関するPRや情報提供



⑦「景観づくり・なかさつないルール」の浸透に向けて
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村民に向け、景観の重要性や景観づくりの必要性などについて

時間をかけ分かりやすく伝えてゆく

デザイン・イラスト：チームヤムヤム（村内在住）



⑧ 村政への提言
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・「日本で最も美しい村」連合への加盟

・ 景観行政団体に向けたロードマップ作成

・ 市街地の景観に対する提言

・「ボランティアごみ専用ごみ袋」（無償）の発行


